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研究成果の概要（和文）：近年の糖尿病罹患率の増加に伴い、重症下肢虚血患者数も増加している。しかしなが
ら、既存の動物モデルは患者の病態もモデルに沿っておらず、治療法の開発の為には、新規モデルの確立は喫緊
の課題であった。本研究では、この課題の解決を目指し、重症下肢虚血の革新的な動物モデルを確立した。

研究成果の概要（英文）：We established a new animal model of critical limb ischemia. In the future, 
this new animal will reveal the mechanisms of critical limb ischemia. 

研究分野： 再生医療
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、これまで再現が困難であった重症下肢虚血の患者病態に沿った動物モデルを確立した。これによ
り、重症化のメカニズム解明や、新規治療法の開発につなげられる可能性が高いことから、学術的、社会的意義
が高いと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 
糖尿病罹患者の増加に伴い、重症下肢虚血患者も増加の一歩を辿る中、細  

胞移植による血管再生療法が開発された。その中で、患者の QOL 低下を誘 
発する疼痛に関して、細胞移植直後が軽減されるという報告が多くあった 
が、メカニズムが不明であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
２．研究の目的 
 

本研究では、これまで確立されていない重症下肢虚血患者の病態に沿っ 
た動物モデルの確立および、細胞移植後の疼痛軽減メカニズムの解明を目 
的としている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 



３．研究の方法 
 

マウス右後肢の動静脈結紮、切除および脂肪切除など 9 通り行い、下肢 
虚血モデル作成を行う。経過観察、痛覚テスト、トレッドミルテストを実施 
し、どのモデルが重症下肢虚血患者と近い動態になるか観察した。また、対 
照群、細胞移植群共に脊髄を採取し、分子生物学的手法を用いて痛み関連因 
子、 炎症性マーカーなどの発現を確認した。 

 
４．研究成果 

 
本研究により、これまで確立されていなかった重症下肢虚血動物モデル 

の作出が可能となった。また、重症下肢虚血患者の治療に対する細胞移植時 
に副次的に起こる疼痛軽減作用に ついては、メカニズムが不明であった 
が、炎症マーカーの変化などから、細胞移植によって疼痛反応が軽減すると 
いうことが明らかとなった。 
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